
※分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。

常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　
予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
５
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第126号　一般会計補正予算（第11号）
　�原料費・燃料費の高騰などに伴う電気料金の追加など、８億365万円
の増額補正のほか、債務負担行為（複数年度にわたり支出を予定する
事業）補正として、留守家庭児童育成室待機児童居場所確保業務など
を追加

議案第131号　一般会計補正予算（第12号）
　�一般職の職員の給与のほか、市長等常勤の特別職の職員および議員に
係る期末手当の改定等に伴う経費など、２億5,873万円の増額補正

主 な 付 託 案 件

議案第126号　一般会計補正予算（第11号） 全員賛成で
承  認

議案第131号　一般会計補正予算（第12号） 全員賛成で
承  認

〈主な内容〉

〈内容〉
○庁舎管理事業ほか� ５億9,655万円
　�原料費・燃料費の高騰等に伴う消耗品費、電気料
金およびガス料金の追加

○地域医療推進事業� 7,634万円
　�4市2町による豊能広域こども急病センターに対す
る管理運営負担金の追加、医療機関等に対する物
価高騰に係る応援金の支給

○�留守家庭児童育成室運営事業は、有資格者により保護者の就労と児童の豊かな放課後を支えてきた。待機児童
が生じる要因でもある指導員の欠員を解決するため、プロジェクトチームを立ち上げ、雇用形態の見直しや専
門職の育成が図れる職場環境の構築など、指導員確保に向けた抜本的な取り組みを強く求める。

○�今回の原料費・燃料費の高騰を受け、本市の各施設等においても、来年度以降の予算を見据え、環境負荷の少
ない設備や機能に変更することや、再生可能エネルギーの導入等を早期に進めることを求める。

　�また、留守家庭児童育成室居場所確保事業については、限定的な支援内容であり、待機児童対策として根本的
な解決につながるものではない。子どもたちの放課後の居場所について、保護者のニーズを十分に勘案し、適
切に対応することを強く求めて、賛成とする。

○給与改定経費ほか� １億6,805万円
　�一般職の職員の給与のほか、市長等常勤の特別
職の職員および議員に係る期末手当の改定等に
伴う経費

　※�本案は、議案第130号（一般職職員の給与条例等の
一部改正）に関連する予算案です。議案第130号の
審査内容等については９面をご覧ください。

○吹一公民館整備事業�
� 9,067万円
　�吹一地区公民館の建て替
え候補地の購入に係る経
費

〈賛成意見の概要〉

建て替えを予定して
いる吹一地区公民館
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議案第130号　一般職職員の給与条例等の一部改正

議案第112号　�議会議員及び市長の選挙における選挙運動の�
公費負担に関する条例の一部改正

全員賛成で
承  認

議案第118号　職員定数条例の一部改正 全員賛成で
承  認

全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

〇選挙運動用自動車の運転手の公費負担に係る限度額を今後、改定する可能性
〇法令の改正内容に準じ、条例改正することに対する市の考え方

〇救急隊の増隊により短縮される現場到着時間
〇新たな救急隊が配置されるまでの間の救急出動件数増加への対策
〇予備定数を活用した育児休業取得の推進
〇消防職務経験者を採用した場合における消防学校入校の免除の有無
〇人口が増加している本市の中・長期的な消防職員の配置計画

財政総務常任委員会では、次のとおり行政視察を実施しました。
報告書については、市議会ホームページをご覧ください。

視察日：令和４年11月10日㈭
視察先および調査事項：高松市　危機管理センターについて

〇初任給の水準について、引き続き、職員団体と協議する必要性

財
政
総
務
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

防
犯
・
防
災
、
消
防
、
行
財
政
な
ど

　
財
政
総
務
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
５
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内

容
・
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第112号　�議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部改正 

　�公職選挙法施
し

行
こう

令
れい

の改正内容に準じ、選挙運動の公費負担に係る単価
等の改定を行うものです。

議案第118号　職員定数条例の一部改正　
　消防職員の定数を変更するものです。
議案第130号　一般職職員の給与条例等の一部改正
　職員の給与の改定等を行うものです。

主 な 付 託 案 件

視 察 報 告
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○�今まで個人情報保護のために条例で定めた「要配慮個人情報の取得、利用、提供等を制限」などの重要な項目
が含まれる個人情報保護条例を廃止し、市民の個人情報のデータ利活用を優先する本条例の制定には同意で
きない。市は自主性と自立性を発揮し、市民の個人情報保護と権利保障のための努力をするべきである。

○�農業委員会の所掌事務に支障を来すことのないよう、さらなる委員定数の削減は行わないよう要望する。ま
た、委員の年齢や性別などに著しい偏りが生じないよう、青年や女性を積極的に登用する努力を求める。

○�委員定数の見直しについては理解するものだが、約３割も削減することで、現場の意見が反映できなくなる
といった状況に陥っては、削減したことによるデメリットにつながりかねない。農業者の声を聞く努力や農
業者支援など、市の農業施策の発展につながる農業委員会の活用・工夫を求める。

全員賛成で
承  認

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

文
教
市
民
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

教
育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

　
文
教
市
民
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
５
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第110号　個人情報の保護に関する法律施行条例
　�個人情報の保護に関する法律の施行に関し必要な事項を定めるもので
す。

議案第113号　農業委員会の委員の定数を定める条例の一部改正
　農業委員会の委員の定数を変更するものです。

議案第110号　個人情報の保護に関する法律施行条例

議案第113号　農業委員会の委員の定数を定める条例の一部改正

○�個人情報保護審議会への諮問を適切に行うこと
による透明性の確保

○�個人情報の利活用ではなく、個人情報の保護を
優先する必要性

○�平成28年の条例制定時ではなく、今回、委員定
数を変更する理由

○委員数減少の影響
○�都市農業の現状を踏まえた柔軟な委員定数の設
定

○委員一人当たりの業務が増加することへの懸念

○若者や女性を委員に任命する必要性
○本市の耕地面積における今後の見通し
○委員活動の積極的な周知
○�条例改正により削減される予算を都市農業振興
に活用する必要性

○�匿名加工情報を公益性の高い目的で活用しても
らうため、市として外部に積極的に提供する考
えの有無

○�市が独自に個人情報を保護する規定を設ける必
要性

〈賛成意見の概要〉

主 な 付 託 案 件

〈反対意見の概要〉

賛成多数で
承  認
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賛成多数で
継続
審査

〈報告内容〉

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
な
ど

　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
単
行
事

件
１
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
報
告
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

議案第123号　障害者支援交流センターの指定管理者の指定
　�社会福祉法人さつき福祉会を、令和５年４月１日から令和15年３月
31日まで指定管理者に指定しようとするものです。

付 託 案 件

議案第123号　障害者支援交流センターの指定管理者の指定

○�本議案は、健康福祉常任委員会に付託されたが、
審査が終わっていないため、次の定例会まで継
続審査としたい。

障害者支援交流センター「あいほうぷ吹田」

　継続審査とは、本会議に付された議案について、当該会期中に審議が
終了しなかったため、付託を受けた委員会が、閉会中に引き続き審査を
行うことです。
　議会は会期中に限り議会として活動することを原則としていますが、
議案自体の性質などから、当該会期中に結論を得るに至らなかった場合、
本会議で議決を行うことで、例外的に継続審査を行うことができます。
　なお、継続審査に期限を付したときには、その期限まで継続して審査
を行うことになりますが、特に期限を付さないときには、次の定例会ま
でと解されています。

「継続審査」
教えて！議会のこと

吹田市イメージキャラクター
すいたん
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〈主な質疑項目〉

〈賛成意見の概要〉
○�公募するに当たっては、ホームページのみの消極的な公募になっているので、近隣他市や大阪府内の業者に
対しても声をかけるなど積極的な公募姿勢をお願いし、本案に賛成する。

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

建
設
環
境
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

道
路
、
公
園
、
水
道
、
環
境
な
ど

　
建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

等
４
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第115号　道路占用料徴収条例の一部改正
　道路占用料を改定するものです。
議案第116号　都市公園条例の一部改正
　公園の占用の許可に係る使用料を改定するものです。
議案第124号　やすらぎ苑の指定管理者の指定
　�すいた斎

さい

苑
えん

管理グループを、令和５年４月１日から令和10年３月31
日まで指定管理者に指定するものです。

全員賛成で
承  認

全員賛成で
承  認議案第116号　都市公園条例の一部改正

全員賛成で
承  認議案第124号　やすらぎ苑の指定管理者の指定

議案第115号　道路占用料徴収条例の一部改正

○�本市の道路占用料を北摂各市より高額とする理
由および占用物件の詳細

○�事業者が電柱に広告を設置する際の手続き等の
概要

○�北摂各市において道路占用料を統一している理由

○�道路占用料の改定に関する事業者への説明状況
および丁寧な説明の必要性

○私
わたくし

道
みち

における道路占用料および占用の現況

○公園において占用の許可を要する物件の詳細
○�公園の占用の許可と公園施設の設置または管理
の許可に関する使用料の違い

○�占用料の改定対象となる公園内の保育園に関し、
減免措置等の実施に向けた担当部局間の連携

○�指定管理者の募集方法および応募者を増やす取
り組みを行う必要性

○�選定委員会の選定結果において次
じ

点
てん

者
しゃ

名を公表
しない理由

○�同委員会委員が委員会を欠席したことによる選
定結果への影響の有無

吹田市立やすらぎ苑

主 な 付 託 案 件
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